
１０月下旬から１１月にかけて、真龍中学校
の武道場で、真龍中学校の柔道有段者の須藤先
生と増田先生にご協力いただき、柔道の授業を
行いました。
よく武道は「礼に始まり礼に終わる」といい

ますが、なぜでしょう？
日本古来の武道である柔道の基本精神は、「礼

に始まり礼に終わる」にあります。道場への入
場時、また練習や試合の前後には必ず「礼」を
行ないます。柔道は、相手がいないと何も成し
得ません。日々の練習の中、あるいは戦いの中
で切磋琢磨しあう相手がいて、初めて自分自身
を高めることができます。そのため試合におい
ては、相手への敬意を表すために心を込めて礼
をします。
柔道の技を学ぶ事も大事ですが、柔道という

武道の精神をしっかりと学んでほしいですね。

４月に行われた全国学力・学習状況調査の結果を分析しました。
結果としては、国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂの全てにおいて、平均正答率
で３．５～１４ポイント、全国平均を上回ることができました。
教科毎・分野別に見ると、国語は、全ての分野で全国平均を上回っ

ています。ただ、本校の分野別正答率を見ると、国語Ａでは「話すこ
と・聞くこと」、国語Ｂでは「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」の部分が少し低くなっていました。
数学では、数学Ｂの「資料の活用」分野が、全国平均を下回りまし

たが、それ以外は上回りました。「資料の活用」分野は、最終問題で
したので時間が足りなかったのかもしれません。（生徒質問紙でも、
数学Ｂの解答時間が足りなかったと全生徒が答えています。）
生徒質問紙の方では、いくつかの気になる回答がありました。
その１
「自分にはよいところがあると思いますか」という質問に、半数が

「当てはまらない」と答えています。よく、「自己肯定感が低い」と
いわれていますが、この先、高校等の上級学校や社会で、多くの人と
関わっていくことを考えると、「自分の強み」を見つけておくことが
大事になってくると思います。
その２
「テレビやビデオ・ＤＶＤを見る時間は１時間以上」
４月の回答ですので、今は違っていると思いますが、のんびり感は

否めないところです。１・２年生は、「人の振り見て我が振り直せ」
ではないですが、この結果を見て、自分の生活時間を振り返ってみる
ことをお勧めします。
その３
「読書時間は１０分～３０分」「新聞を読んでいますか」という質

問に「ほとんど、または、まったく読まない」が１００％…。
ニュースはテレビやネットを利用して得ているようですから、新聞

をというよりは、活字を読むことにしっかりと取り組んで欲しいです
ね。毎日、コラムだけでも読んでいると、問題文を読んだり理解した
りする時間が短縮されるようです。小さな事の積み重ねが、大きな成
果につながりますよ。
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日 曜 学 校 行 事

1 金 町学力テスト（１・２年）

思春期講座（２年）委員会

2 土 新人バド選手権大会釧根地区予選

3 日

4 月 体力づくり ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ(国)

5 火 三者面談①

6 水 三者面談② ＡＬＴ

7 木 委員会

8 金 ５時間授業 研修

9 土

10 日

11 月 朝会 薬物乱用防止教室（３年）

ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ（数）

12 火 体力づくり ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ（社）

13 水 職員会議 ＡＬＴ

14 木 委員会

15 金 学習規律反省 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ（理）

16 土

17 日

18 月 携帯教室 ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃｽﾄ（英）

願書下書き（3年）

19 火

20 水 ＡＬＴ 生徒会企画

21 木 委員会

22 金 ２学期終業式 ３年ﾃｽﾄ範囲発表

23 土 天皇誕生日 冬休み（～1/16）

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金 学校閉鎖

30 土 学校閉鎖

31 日 学校閉鎖

伝え合う力の育成
校長 近藤 伸哉

１１月２７日（月）の朝会で、生徒達に次のような話をしました。

「伝え合う力の育成」これは、今年度、太田中学校の先生方が「よ
りよい授業を行うためのテーマ」で、「授業を通して、生徒の皆さんに
身に付けさせたい力」を表したものです。
ところで、「伝え合う」とは、何を伝え合うのですか？

指名された生徒は、ちょっと考えて、こう答えてくれました。
「自分の考え」（素晴らしい）
続けて、私は、こう問いかけました。

では、その「自分の考え」をだれと伝え合うのですか？

次に指名された生徒も、ちょっと考えて、こう答えてくれました。
「他の生徒達」（この回答も素晴らしい）
続けて、私は、おおよそ次のように話を続けました。

なぜ、太田中学校の先生方が「伝え合う力の育成」というテーマに
したのかを説明します。それは、この力は、皆さんが生きていく上で、
将来にわたってとっても大切な力だからです。例えば、大人になって
お花屋さんの店員になったとします。急に、５０歳代の男のお客さん
が来店し、「奥さんの誕生日にプレゼントしたいので、５０００円で花
束を作ってください。」と注文してきました。言われたあなたは、どう
しますか？

まず、自分でどんな花で花束をつくろうかイメージしますよね。そ
の上で、お客さんに質問したりするかもしれませんね。「奥さんは、ど
んな花が好きですか。」「どんな色の花が好きですか。」・・そのように、
人とやりとりして、花束に使う花の種類や本数、配置などを決めてい
きますよね。

『自分で考える→その考えを表現して、他の人と相談する→よりよ
い考えを導き、決めて、実行する』こういう場面は、花屋さんだけで
はなく、どんな職業についたとしてもあるでしょうし、そのことをス
ムーズにできる人が、良い仕事ができるのだと思います。
ですから、「伝え合う力の育成」というテーマにしました。日々の授業
が、皆さんの将来につながっているのです。
これからの授業でも、より一層、1人ひとりが『じっくり考えて、そ

の考えをしっかり表現し、友達と交流しあって、学び合い、よりよい
考えを導き出す』ことをしてください。

本日、１１月３０日に行った「屯田ゼミナール」（総合発表会）では、1
人ひとりの生徒が、職場見学、職業体験で学んだことや、自分のライフプ
ラン（自分がじっくり考えたこと）を表現し、意見交流（感想カードへの
記入も含めて）を行いました。多くの保護者の方にもご参加頂き、ありが
とうございました。ご参加頂けた保護者の方も、お仕事のご都合などで残
念ながら参加できなかった保護者の方も、ぜひ、お子さんの発表内容につ
いて、ご家庭で「思いや感想を伝え合って」頂けたらと思います。
今後とも、どうかよろしくお願い致します。

今年もあと１ヶ月。来年は戌
年ですが、うちには一足早く、

犬が増えました。出産を見ていたら、母犬は
生まれた子犬のへその緒を噛み切り、体に付
いた膜を全て舐め取って呼吸を促し、母乳を
与えるために乳首をくわえさせていました。
誰に教わったわけでもないのに、ちゃんと

できるんだなぁと感心しきり。日が経ってか
らも、下の世話をしたり、時間毎に授乳した
り。母性ってすごいなぁと感じる今日この頃。




